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 2012-13 年度 RＩテーマ 入間ロータリークラブ    

Weekly Report  
■ 2012-2013 ＲＩ会長：田中 作次 
■ ＲＩ第 2570 地区ガバナー：鈴木 秀憲 

■ 会長：吉永 章子 幹事：齋藤 栄作  

■ 例会日：木曜日 12：30～13：30   

■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆ バンケット・ホール 

       Tel.04-2963-1111 ■会報委員長：関谷 永久 

■当 番：水村 雅啓 

■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号

Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

Email：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

第33号 2750回例会 2013年 2月 28日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ビジター・ゲスト＞ 

山田食品産業 代表取締役社長 山田 裕朗 様 

山田食品産業 取締役生産部長 三宅 康弘 様 
 

＜入会式＞ ようこそ入間ＲＣへ！ 

宗教法人 曹洞宗 長徳寺   馬路 宏樹 様    

長徳寺 18代目住職
として勤めさせて頂

いております。保護司

の関係から細淵さん

を通じてご紹介を頂

きました。巳年の年男

48 歳で、まだ小僧で
はありますが、活動奉

仕に精一杯、勤めさせて頂きたいと思っておりま

す。宜しくお願い致します。 
 

■■■会長の時間     吉永章子会長 

今日は新しいメンバー、馬路宏樹様をお迎えし

ての例会です。早く当クラブに馴染まれ、奉仕活

動を共に行いながらロータリーライフをエンジ

ョイして下さい。3/7 例会は 3/8 の夜間例会とな

り終了後翌日の IM の準備となります。 

第 2570 地区鈴木ガバナーから“中井ガバナー

エレクトへの対応は、今迄色々な経緯はあるもの

のご本人から之までの言動に対してのお侘びが

あり、地区としては今後次年度運営に協力する事

になりました”との連絡がありましたので、ご報

告致します。 

2/24 文化創造アトリエアミーゴで入間青年会

議所主催の「おやこでつくろう親守詩」親子合作

の短歌の会があり、会場には入間市内の小学１年

生～４年生の二千作品が出展され親子の微笑ま

しい光景を垣間見る事が出来ました。又、４月に

新学期を迎える米山記念奨学部門では今年度の

世話学生の終了式と歓送会が行われました。 

2012 年 10 月に立ち上げられた財団の CM、「End 

Polio New」。ポリオの撲滅を目指して２７年間。 

世界中から無くなる日はもうそこまでやってき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ています。世界の発生国は現在 3ヵ国（ナイジェ 

リア、パキスタン、アフガニスタン）今年の発生

は 2件のみです。でも悲しいことに保険センター

が襲われたり医師やポリオ接種従事者の１４人

が殺害されています。内戦中でも休戦日を作って

ワクチン投与が行われていたのに全くおぞまし

い事です。日本は５３年前（1959～60）に八戸、

北海道で多くの子供が犠牲になりました。その時、

大量のワクチンをカナダとソ連から提供して頂

き、そのお陰で大流行を食い止める事が出来たの 

です。その後医療行政の努力で日本での発生はあ

りません。この成功から国際ロータリーは 1985 

年にポリオ根絶を公にしてその３年後、WHO が率

先して行動しているポリオ根絶への先鞭をつけ

ました。道のりはたいへん長かったが寄付面のみ

ならず、人的ボランティア活動を絶える事なく続

け、世界の子供達への約束を守り続けて来ました。

だからこそ国際ロータリーが手がけるプロジェ

クトの中での最優先事項はポリオ撲滅なのです。

そして今年も又、第 2830 地区の関場 PDG を先頭

にインドで行われた１２回目のワクチン投与に

４２名が参加されています。 
 

■■■幹事報告          齋藤栄作幹事 

1.３月ロータリーレート９２円 

2.ロータリーの目的の 4 つ全ての項目は同等の

価値を持ちます。(1951 年 RI で決議) 

3.入間市児童センターへの桧丸太ベンチ寄贈事

業がロータリー財団地区補助金プログラムよ

り承認されました。(1,300 ドル) 

■■委員長報告 

ＩＭ実行委員会       水村雅啓委員長 

 来週の例会は８日の 18:30 より産文センター

でＩＭリハーサルを行ないます。お間違いの無い

ようお願いいたします。9 日ＩＭは 10 時集合。

皆様のご協力如何か、宜しくお願い致します。  

国際奉仕委員会       忽滑谷明委員長 

 2/24 米山記念奨学生の終了式に参加してきま

した。卒業生方は何よりも、ロータリーアンに出

会えたのが唯一の宝物だと話されていました。 
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＜ニコニコＢＯＸ＞    滝沢文夫副ＳＡＡ 

吉永章子君、石川嘉彦君、岩崎茂君、加藤国夫君、

滝沢文夫君～山田様卓話宜しくお願い致しま

す・馬路様ご入会おめでとうございます。山岸義

弘君、吉沢誠十君、豊田義継君～ようこそ山田社

長本日は宜しくお願いいたします。平岡達也君、

細淵克則君、忽滑谷明君、新井格君～馬路様よう

こそ楽しく遣ってゆきましょう。齋藤栄作君～山 

田様ようこそ入間 RC へ・ご心配お掛けいたしま

したが父が土曜日に退院します。大野賢次君～丸

広エントランスで｢つるし雛｣を展示しています。 

         本日\15,000    累計\851,550 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出席報告＞         新井格出席委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率

39 名 28 名 73.7％ 91.7％ 

事前欠席連絡 4 名 
 

■回覧、配布物 

①ガバナー月信３月号 

②4/20 RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会出欠表 

③4/21 本会議及び記念講演出欠表 

④職業奉仕部門委員会「我等の生業」申込み 

⑤ 他クラブ週報＆例会変更のお知らせ 

⑥ 週報３２号 
会報委員会（石川・関谷）

■■■ 講 師 卓 話 ■■■ 
山田食品産業 代表取締役社長 山田 裕朗 様 

関東一円に直営、ＦＣ店含め約１８０店舗。現在はお店での味・サービスを前

面に押し出している訳ですが、元々は麺の製造から出発した会社です。味にこだ

わりを持ってスーパー等に卸して商売しておりましたが、大量に良い物を作って

も値段を叩かれてしまいます。昨年７月に亡くなりました父（会長）が、「だった

ら折角出来た麺にお汁をかけてお客様に安い値段で提供すれば良いんじゃない

か」とお店を出し、地主さんからの依頼もありフランチャイズ化されました。 
お客様に評価頂くのは確かに店舗でありますが、商品を提供・製造する重要な心臓部は武蔵工業団

地に在るセントラルキッチンです。昔からの同じ味を管理統括する工場長の三宅がお話致します。 
 

山田食品産業 取締役生産部長 三宅 康弘 様 

武蔵工業団地内に｢山田うどん入間工場｣はあります。工場はここだけで 180 店

舗、全ての食材を作っています。うどん・カレー・チャーハンと御三家ができ、

今も昔からのレシピで製造しています。工場にはＩＳＯ取得時から変わらない品

質目標は「味づくり・人づくり・仕組みづくり」です。 

工場の研究開発部門でメニュー開発をしています。従来、本部からの要望で作

っていたのですが、ニーズの多様化で、要望の物だけ作っていたのでは売れず、「若手に任せましょ

う」と提案。月１回の本社での試食会迄、一切口を出さないという約束の下、｢月替わりメニュー｣

をテーマに作ったところ、今までのやり方では出なかった様なヒット商品が生まれ、｢グランドメニ

ュー｣に載るような製品も出てきました。若い人は自分の作った物がどれ位売れたか気になり「来月

はもっと売れる物を」という様な勢いが出て、任せて良かったと思いました。ゼロからメニューを

考えるのでは何種類も出来ません。今の社長になって「年間のテーマ・スケジュール」が本部から

出るようになり、取引業者にもメニューの提案を頼むと「こんなものが出来る」とアドバイスが得

られました。その結果、もう一段スピードアップして業者と一緒に作る事により自分達だけでより

も美味しくなり人気メニューも出てきました。又、ある時私は若手管理職に自分の仕事を投げたの

ですが、彼は定刻迄にその仕事を終了したのです。私より能力があるのかなと思ったら、彼は自分

の仕事を部下に分けて頼んだ仕事を時間内に終わらせていたのです。今の若い方はムダな残業は嫌

だという人が増えており、的確に指示を早く出し就業時間内で仕事が終わる様にと考えています。 

工場内３大禁止用語「とりあえず・一応・だろう」。これらを使っての指示は部下に対して失礼であ

り全て自己都合の単語だと私は思います。ある時発想の転換から、仕事の指示を書類ではなく部門

長の机の前にボードを作り、小さい指示カード(タイトル、内容、締切日)を貼っていく様に改善い

たしました。その「ミエルカ」により部下が部門長のサポートをするようになり、無口な部門長に

もコミュニケーションが生まれ、自分の部門が恥をかかない様サッサとしようという習慣が付き、

締切りの事を怒る必要が無くなり、私も打ち合わせ時間が短くて済み、「よくやったな」と無意識に

褒めてあげられる様になりました。社員の平均年齢は 38 才、100 名の部署ですが、最近のビジネス

本に良くありますが、褒めて育てる事の大切さが自分自身でも分かってきています。 

有り難いことで最近はマスコミに多く取り上げて頂き、先日も第 2 回山田うどん祭りが工場で開

催され、工場見学に大勢の方が入らして下さって、従業員たちも見られてる意識を強く感じ、やる

気が出てきています。一人が 100 歩前進するのは大変でも 100 人が一歩ずつ前進して残った力で全

員が一丸となって良い会社作りに取り組んで参ります。これからも皆様食べに入らして下さい。 


